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●この取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用下さい。

誤ったご使用方法は、事故につながる恐れがあります。

●この取扱説明書は、必要なときに取り出して読めるように大切に保管して下さい。

●故障点検、その他のご相談については、代理店または当社までご連絡下さい。
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Ⅰ．はじめに

このたびは、ＢＬＰ－７７７ＵＷ－１２をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。

１．安全上の注意事項

製品を、快適、かつ安全にお使いいただくために、この取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用

下さい。誤った使用方法や不用意な操作は、事故の原因となる恐れがあります。

なお、この取扱説明書では、安全上の注意事項を重要度に従って、次の３種類に区分してあります。

！ 危 険

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こり得て、回避されなければ、生命や身体に重大な

被害（死亡、または重傷）が発生する可能性が高い場合。

！ 警 告

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こり得て、回避されなければ、生命や身体に重大な

被害（死亡、または重傷）が発生する可能性がある場合。

！ 注 意

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こり得て、回避されなければ、回復可能な軽傷程度

の被害、または物損事故の発生する恐れがある場合。

以下の注意事項をよく読んで、正しくご使用下さい。

！ 注 意

カッター装置内蔵の場合

●使用中はカッター部分に指を入れたり、刃の部分を触ったりしないで下さい。

○指を切る恐れがあります。

●カッターカバーは、必ず取り付けてご使用下さい。

○回転中にカッター刃に触れると、ケガをする恐れがあります。
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！ 注 意

●次の環境では使用しないで下さい。

(1)極端に高温、あるいは低温になる場所

(2)ヒータの様な熱器具、熱源の近く

(3)直射日光の当たる場所

(4)振動の多い場所

(5)湿度の高い場所

(6)油や鉄分を含むホコリの多い場所

(7)近くに、強力な電波発生源がある場所（強力な電磁界の存在する場所）

○誤動作、故障の原因となります。

●プリンタは、水平な場所に設置して下さい。

○滑り落ちると、ケガ、あるいは故障の原因となります。

●プリンタへの電源供給は、製品の定格電圧と電源電圧を確認の上、正しく行って下さい。

○定格と異なった電源に接続すると、火災や故障の原因となります。

●プリンタの電源は、ノイズを発生するような機器（モータ、インバータなど）の電源と異なった

系統から供給して下さい。

○故障、通信異状等誤動作の原因となります。

●プリンタの接地端子は、Ｄ種接地工事で接地して下さい。

○感電、通信異状等誤動作の恐れがあります。

●プリンタの電源ケーブル、通信ケーブルなど、接続ケーブル類は正規のものをご使用の上、正し

い方向に接続して下さい。

○誤接続や、正規のケーブル以外での接続は、火災、故障、誤動作の原因となる恐れがあります。

●プリンタへの接続ケーブルは、人、物などにひっかからないように接続して下さい。

○プリンタの落下によるケガや、故障の原因となります。

●電源ケーブルの上には、プリンタ本体や重い物を置かないで下さい。

○破損した電源ケーブルは、火災や感電の原因となります。

●プリンタのサービスコンセントには、当社の指定する機器以外のものは、接続しないで下さい。

○火災、故障の原因となります。

●巻取装置（Ｍ－７７ＵＷ）は、プリンタの電源入力電圧がＡＣ２２０Ｖの場合使用できません。

○接続すると、火災、故障の原因となります。

●電源ヒューズ交換時は、必ずプラグをコンセントから抜いて、交換して下さい。

○感電する恐れがあります。

●ヒューズを交換する場合は、必ず指定のヒューズをご使用下さい。

○容量の大きなものや、電線などを使用すると、火災の原因にとなります。

●印字ヘッドの交換は、必ず電源スイッチをOFFにしてから、交換して下さい。

○故障の原因となります。

●印字ヘッド取付ビスを交換する場合は、必ずM3X6のビスを使用して下さい。

○長いビスを使用すると、印字ヘッドの基板に接触し故障の原因となります。

●印字ヘッドの清掃は、電源をOFFにしてから、行って下さい。

○故障の原因となります。
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！ 注 意

●プリンタのヘッドブロックとプラテンローラ間に手を入れたまま、ヘッドブロックを移動しない

で下さい。

○手や指にケガをする恐れがあります。

●ラベル、リボン交換時などに、印字ヘッド部の発熱体に手を触れないようにして下さい。

○火傷する恐れがあります。

●当社指定外のリボンを使用しないで下さい。

○印字品質が保証できません。また故障の原因となります。

●プリンタのカバーは、手で支えてゆっくりと開閉して下さい。

○カバーの急激な落下は、ケガ、あるいは故障の恐れがあります。

●プリンタのカバー，前パネルは、印字動作時、必ず閉じてご使用下さい。

○誤動作、ヘッド故障の原因となる恐れがあります。

●プリンタ左側板を開けないで下さい。

○火災、感電、ケガ、故障、誤動作の原因となります。

●プリンタ本体内に、ビス、ナットなどの異物が入らないようにして注意して下さい。

○火災、故障、誤動作の原因となります。

●プリンタの改造、分解は行わないで下さい。

○火災、感電、ケガ、故障、誤動作の原因となります。

●製品を廃棄する場合は、産業廃棄物として扱って下さい。

●以下の場合は、代理店または当社までご連絡下さい。

①警告ラベルが剥がれた場合

② 〃 破損した場合

③ 〃 退色、あるいは汚損によって、内容が判読できなくなった場合
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２．上手に使用するための注意事項

本装置を長期間快適に使用していただくための注意事項です。

●指定外のリボンは使用しないで下さい。

指定型式外のリボンでは印字品質を保証できません。

●カッター装置を使用する場合、リボンはBT-7-165-Sをご使用下さい。

BT-7-165を使用すると、バックフィード中にリボンとラベルが擦れ汚れる場合があります。

●電源をOFFにした後、すぐにONにすると誤動作する場合があります。

電源を再びONにする場合は５秒以上待ってから、電源をONにして下さい。

●印字ヘッドを長持ちさせるためには、ヘッド電圧およびストローブパルス幅をむやみに上げない

で下さい。

むやみに上げると、印字ヘッドが故障する原因となります。また、リボンが切断しやすくなりま

す。

●印字ヘッドを長持ちさせるためには、印字ヘッドに付着した埃、印字かすを定期的にヘッドクリ

ーナーで清掃して下さい。汚れた状態で印字を行うと、印字ヘッドが故障する原因となります。

●プラテンローラ、送りローラの汚れにより印字のちぢみが発生する場合は、ローラをアルコール

で清掃して下さい。

●給紙部のラベルの重量超過により印字のちぢみが発生する場合は、ラベル枚数を減すなどして

重量を軽くして下さい。

●ラベル長が30mm以下では、ラベル送りの制御上設定した印字速度で印字できない場合があります

●電気的ノイズ等により受信データが異常になり印字化けが発生する場合、プロトコル２の設定に

すると異常検知ができます。

●フィールドに重なりがあり、印字の一部が欠ける等が発生する場合は、再展開有の設定でご使用

下さい。

●バーコードを印字する場合、できるだけ横方向（ラベルの流れ方向に対し桁が直角になる）に

印字して下さい。縦方向に印字すると印字品質が悪くなる場合があります。

●ラベルギャップセンサは、ラベルエンドの検知機能も兼ねています。ラベルギャップセンサを

未使用に設定した場合でも、ラベルエンドの検知ために、ラベル有りと無しの位置でセンサの感

度調整を行い、検出論理の設定は遮光時ONとして下さい。

●プリンタドライバを使用している場合、ラベル送り補正値（Ｆ値）を＋に設定すると、印字に白

線が入る場合があります。その場合は０に設定して下さい。

●カッター装置が内蔵されているプリンタにラベルを補給する場合、カッター装置に手でラベルを

通そうとせずに、ラベルの先端を印字ヘッドの下まで通し、ヘッドブロックを閉めてからFEEDス

イッチでラベルを送ると、容易に通ります。

●プリンタを輸送する場合、ラベルおよびリボンは取り外して下さい。

取り付けたまま輸送すると、メカ部が変形する場合があります。
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Ⅱ．設 置

１．プリンタ開封時の注意事項

（１）梱包を開封し、中ケースを注意深く取り出して下さい。

取り出す際には、落とさないように注意して下さい。

（２）梱包を開封された時すぐに、下記納入品一覧表に示す物品が納入されていることを御確認下さい。

もし、欠品している場合は、代理店または当社までご連絡下さい。

納入品一覧表

品 名 数 量

１ BLP-777UW-12本体 １ 台

２ 電源コード(接地ｱﾀﾞﾌﾟﾀ付) １ 本

３ 給紙リール ２ 個

４ ７０φ用カラー ２ 個

５ 六角レンチ(対辺2mm) １ 個

６ リボン(BT-7-165 - 250m巻) ※ １ 巻

７ リボン巻取用紙管 １ 本

８ ヘッドクリーナ １ 本

９ 取扱説明書 １ 部

※カッター装置付きではBT-7-165Sとなります。

２．プリンタ設置

注意事項をよく読んでから、プリンタを設置して下さい。

（１）プリンタを、滑り落ちることのないような水平な場所に設置して下さい。

（２）電源ケーブル、通信ケーブルを接続して下さい。

通信ケーブルは、止め金具、あるいは止めネジでしっかり固定して下さい。

通信ケーブルは、使用するインターフェースおよびパソコン等の機種により変わりますので、別途

ご用意下さい。正規の通信ケーブルを使用しないと、通信異状が発生する場合があります。

（３）電源コンセントが接地端子付き（３端子型）でない場合は、接地用端子を接地して下さい。

接地線（線径1.25mm２以上の緑色を使用）に丸端子を厚着し、付属のＭ４ビスとスターワッシャーで

確実に接続して下さい。接地が確実でないと、通信異状が発生する場合があります。

（４）リボンとラベルをプリンタにセットして下さい。

（Ⅳ－３．リボンの補給方法、Ⅳ－４．ラベルの補給方法を参照）

（５）パネル面のFEEDスイッチを押しながら、電源をONにすると、テスト印字を行います。

（Ⅵ－３．テスト印字を参照）

印字しない場合、印字が正常でない場合、その他の異常があれば、代理店または当社までご連絡

下さい。

（６）モードの設定を行います。

（７）ラベルコントローラ（HOSTコンピューター）から印字データを送り、印字することを確認します。
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Ⅲ．各部の名称と機能

①

⑥

②

③ ⑦

④ ⑧

⑤

⑨

⑩

⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪

前 面 後 面

⑯

右側面

①表示器

８桁×２行のＬＣＤにプリンタの状態に応じて以下の内容を表示します。

状 態 表 示 内 容

通 常 時 ４桁の印字済ラベル枚数

エラー発生時 エラーコードとエラー内容

モード設定時 各種設定値

エラーコード Ⅳ－８．エラー表示を参照

各種設定値 Ⅴ－２．設定モードを参照

②状態表示 LED

ONLINE・・・・・ONLINE状態になったとき点灯します。

READY ・・・・・印字データを受信したとき点灯します。印字中は消灯します。

ALARAM・・・・・エラーが発生したとき点灯します。
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③ON/OFF LINEスイッチ

プリンタのONLINE、OFFLINE状態を切り替えます。状態に応じて以下の順で動作を行います。

スイッチ操作 状 態 および 動 作

①ヘッドブロックのロック状態をチェック

②ヘッドブロックが開いている場合、エラーコードを表示し、停止する

OFFLINE状態 ③ヘッドテストを実行 （ヘッドテスト設定時のみ）

（LED消灯） ④ONLINE LED点滅 （ヘッドテスト中）

でスイッチを ⑤ヘッドテストエラー発生時エラーコードを表示

押す ⑥ラベルの頭出しを実行

⑦ONLINE LED点灯

⑧ONLINE状態

再度、押す ①ONLINE LED消灯

②OFFLINE状態

繰り返し操作 ONLINE/OFFLINE動作の繰り返し

④FEEDスイッチ

OFFLINE状態でこのスイッチを押すと、スイッチが押されている間、ラベルを空送りします。

⑤RESETスイッチ

このスイッチを押すと、表示の初期化、あるいはエラー状態の解除を行います。

状 態 動 作 および 状 態

通 常 時 印字済ラベル枚数カウンタ、表示のクリア

エラー発生時 ①ALARM LED消灯

②エラーコードの表示を消し、元の表示に戻る

③エラー状態を解除

※ 組み合わせスイッチ操作

スイッチを組み合わせて押すことにより、以下の動作および状態になります。

操作は左側に示されているスイッチを押し、離す前に右側に示されているスイッチを押します。

状 態 スイッチの組合せ 動 作 および 状 態

OFFLINE状態 RESET ＋ FEED 設定モードに移行します

RESET ＋ LINE 受信バッファーのデータをクリアします

LINE ＋ FEED カッターが動作します（カッター付きのみ）

⑥メモリカード挿入口（オプション：未対応）

コンパクトフラッシュメモリをメモリカードアダプタに取り付けて使用します。フォーマットデータ、

イメージデータ等を記憶する事が可能です。

⑦パラレル コネクタ

インターフェースにパラレルポート(ｾﾝﾄﾛﾆｸｽまたはECPモード)を使用する場合の接続用コネクタです。

⑧外部ＩＦ用コネクタ(オプション)

外部信号に同期して印字を行う場合に使用します。（標準機にはコネクタは付いていません）

⑨シリアル コネクタ

インターフェースにシリアルポート(RS-232C)を使用する場合の接続用コネクタです。
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⑩ＵＳＢ コネクタ

インターフェースにＵＳＢ(2.0)を使用する場合の接続用コネクタです。

⑪接地用端子

電源コンセントが接地端子付き（３端子型）でない場合、この端子に接地線を接続して下さい。

⑫電源入力コネクタ

付属の電源コードでAC100V/200V電源に接続下さい。付属の電源コード以外は使用しないで下さい。

⑬ヒューズホルダー

過電流保護用にヒューズが入っています。(電流容量５Ａのもの)

⑭サービスコンセント

巻取装置（Ｍ－７７ＵＷ）に電源を供給するために使用します。電圧は、⑩電源入力コネクタの電圧

となります。

⑮POWERスイッチ

スイッチの上部を押すと電源がONされます。下部を押すと電源がOFFされます。

⑯ラベルギャップセンサアンプ

ラベルギャップ、ラベルのミシン目等を検出し、ラベルの位置を決定するためのセンサのアンプです。

使用するラベルの種類によって、センサの検出感度を調整する必要があります。

！ 注 意
●プリンタへの電源供給は、製品の定格電圧と電源電圧を確認の上、正しく行って下さい。

○定格と異なった電源に接続すると、火災や故障の原因となります。

●プリンタの電源は、ノイズを発生するような機器（モーター、インバータなど）の電源と異なっ

た系統から供給して下さい。

○故障、通信異常等誤動作の原因となります。

●プリンタの接地端子は、第３種接地以上で接地して下さい。

○感電、通信異常等誤動作の恐れがあります。

●電源ヒューズ交換時は、必ずプラグをコンセントから抜いて、交換して下さい。

○感電する恐れがあります。

●プリンタのサービスコンセントには、当社の指定する機器以外のものは、接続しないで下さい。

○火災、故障の原因となります。

●巻取装置（Ｍ－７７ＵＷ）は、プリンタの電源入力電圧がＡＣ２００Ｖの場合使用できません。

○接続すると、火災、故障の原因となります。

●電源をOFF後、電源を再びONする場合は５秒以上待ってから、電源をONして下さい。

○誤動作の原因となります。

●プリンタの電源ケーブル、通信ケーブルなど、接続ケーブル類は正規のものをご使用の上

正しい方向に接続して下さい。

○誤接続や、正規のケーブル以外での接続は、火災、故障、誤動作の原因となる恐れがあります。
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Ⅳ．使用方法

１．プリンタカバーの開閉方法

プリンタカバー

取っ手

①

（１）プリンタカバーの開閉方法

１）プリンタカバーを開くときは、取っ手を持ってカバーを押し上げ、180ﾟ回転させます。

２）プリンタカバーを閉めるときは、取っ手を持ってカバーを①の方向に下げます。

※１.カバーの蝶番はフリーストップタイプを使用しており、９０°前後で止まります。

※２.プリンタカバーを取り外すことは出来ません。

２．ヘッドブロックの開閉方法

開

閉

右側面

（１）ヘッドブロックの開け方

ロックレバーを開の方向へ回し、ヘッドブロックのロックを解除します。

（２）ヘッドブロックの閉め方

ロックレバーを閉の方向に回すと、ヘッドブロックは自動的にロックされます。
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！ 注 意

●ラベル、リボン交換時などに、印字ヘッド部の発熱体に手を触れないようにして下さい。

○火傷する恐れがあります。

●プリンタのヘッドブロックとプラテンローラ間に手を入れたまま、ロックレバーを操作しないで

下さい。

○手や指にケガをする恐れがあります。

●プリンタのカバーは、手で支えてゆっくりと開閉して下さい。

○カバーの急激な落下は、ケガ、あるいは故障の恐れがあります。

３．リボンの補給方法

④ ③ ②

⑤

①

リボン軸支持板 右側面

［１］各部の名称

②リボンカラー

リボンの左側の位置決めに使用します。

③リボン供給軸

④リボン巻取軸

［２］リボン補給手順

（１）プリンタカバーを開きます。

（２）ヘッドブロックを開けます。

（３）リボン軸支持板を①の方向へ倒します。

標準では90°倒れますが、オプションにて45°で止める事も可能です。

（４）リボン幅が標準リボン（165mm幅）以外の場合、リボンが印字ヘッドのセンターに来るようにリボン

供給軸②およびリボン巻取軸③のリボンカラー①の位置を調整して下さい。（初回のみ）
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（５）使用済みのリボンをリボン巻取軸③から取り外します。（２回目以降）

（６）空になった紙管をリボン供給軸②から取り外します。（２回目以降）

（７）新しいリボンをリボン供給軸②に挿入します。

（８）供給側の空になった紙管をリボン巻取軸③に挿入します。（初回は付属の紙管を使用）

（９）リボンをリボン供給軸②から、リボン巻取軸③へ④の経路で通して下さい。

（１０）リボン軸支持板を閉めます。

（１１）ヘッドブロックを閉めます。

（１２）FEEDスイッチを押して、リボンの蛇行等が発生しないか確認して下さい。

（１３）前パネル、プリンタカバーを閉めます。

！ 注 意

●ラベル、リボン交換時などに、印字ヘッド部の発熱体に手を触れないようにして下さい。

○火傷する恐れがあります。

●プリンタのヘッドブロックとプラテンローラ間に手を入れたまま、ヘッドブロックを移動しない

で下さい。

○手や指にケガをする恐れがあります。

●プリンタのカバーは、手で支えてゆっくりと開閉して下さい。

○カバーの急激な落下は、ケガ、あるいは故障の恐れがあります。

●当社指定外のリボンを使用しないで下さい。

○印字品質が保証できません。また故障の原因となります。

４．ラベルの補給方法

［１］各部の名称

①給紙リール

ラベルを固定します。

②ラベル給紙軸

給紙リールを固定します。

③７０φ用カラー

ラベル紙管径切り替え用カラーで、給紙リールに固定されています。

④ラベルガイド

ラベルの幅に合わせて、調整して下さい。ラベルはラベルゲージのセンターに配置して下さい。

⑤ラベルゲージ

このゲージの０位置が印字ヘッドのセンターになります。

⑥ラベルテンションバー

ラベルの張りを一定にするため上下に移動するバーです。

⑦⑧ラベル経路
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④ ③

⑤
②

上 面

①

⑧

⑥ ⑦

右側面
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［２］ラベルセット手順

（１）プリンタカバー、前パネルを開きます。

（２）左（奥）側の給紙リール①をラベル給紙軸②に取り付けます。（初回のみ）

（３）ラベル紙管径が７０φの場合は、７０φ用カラー③を付属の六角レンチを使用して取り付けて下さ

い。（初回のみ）

（４）ロックレバーを左に回し、ヘッドブロックを開けます。

（５）リボン軸支持板を手前に倒します。

（６）ラベル給紙軸にラベル紙管を通します。

（７）手前の給紙リール①をラベル給紙軸②に取り付けます。

左右の給紙リール①が、ラベルを挟み込むように取り付けます。

（８）ラベルガイド④をラベル幅に調整します。

調整は、ラベルゲージ⑤の目盛を基準に左右均等に広げて下さい。

（９）ラベルテンションバー⑥を持ち上げ、ラベルをラベル経路⑦に従って通します。

（⑧の経路は外巻きラベルです。）

この時、給紙側がラベルガイドと直線上に配置されるように、給紙リール①を調整して下さい。

（１０）リボン軸支持板を閉めます。

（１１）ロックレバーを右に回し、ヘッドブロックを閉めます。

（１２）FEEDスイッチを押して、ラベルがスムーズに送られるか確認して下さい。

（１３）プリンタカバーを閉めます。

カッター装置が内蔵されている場合、カッター装置に手でラベルを通そうとせずに、ラベルの先端

を印字ヘッドの下まで通し、ヘッドブロックを閉めてからFEEDスイッチでラベルを送ります。

！ 注 意

●ラベル、リボン交換時などに、印字ヘッド部の発熱体に手を触れないようにして下さい。

○火傷する恐れがあります。

●プリンタのヘッドブロックとプラテンローラ間に手を入れたまま、ヘッドブロックを移動しない

で下さい。

○手や指にケガをする恐れがあります。

●プリンタのカバーは、手で支えてゆっくりと開閉して下さい。

○カバーの急激な落下は、ケガ、あるいは故障の恐れがあります。
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５．ラベルギャップセンサの調整方法

ヘッドブロック下方の金属ブロックにラベルギャップセンサの投受光部が取り付けられています。

下部のセンサ投光部より投光された光が、ラベルギャップ（台紙）を透過し、上部のセンサ受光部で

受光されます。

ラベルギャップセンサは、ラベルエンドの検出機能も兼ねています。ギャップのないラベルを使用す

る場合でも、ラベルギャップセンサの調整が必要です。この場合は、ラベル有りと無しの状態でセン

サ調整を行って下さい。

［１］位置調整

ラベルギャップセンサ検知部はラベルギャップ、センサマーク等の位置に合わせるため左右に移動す

ることができます。

センサ受光部

センサ目印

センサマーク

奥

移動

手前

調整ツマミ

ラベル

右側面斜め後ろ（ヘッドブロック部除く） 上から見た図

調整ツマミを右に回すと手前に、左に回すと奥に移動します。

センサマーク無しのラベルでは、ラベルギャップセンサ検知部を中央にして下さい。

センサマーク付きのラベルでは、発光部の光が全てセンサーマークに当たるように合わせます。

センサマークはラベルギャップセンサの光をできるだけ覆う幅のものをご使用下さい。

センサマークの長さ3mm以上必要です。
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［２］ギャップセンサ

（１）ギャップセンサ操作面

デジタル表示部には通常入光量が表示されます。

（２）モード切替

MODEキーを押す毎にMODE表示灯が切り替わり、モードが下記のように変化します。

MODEキー２秒以上押すと、｢RUN｣モードに戻ります。

ＲＵＮ 通常検出モード（印字動作で使用）

ＴＥＡＣＨ オートティーチングまたは２点ティーチングモード（しきい値の自動設定）

ＡＤＪ しきい値微調整モード（しきい値の手動設定）

Ｌ/Ｄ ＯＮ 出力動作設定モード（入光時ON/遮光時ONの設定、入光時ONで使用）

ＴＩＭＥＲ タイマ動作を設定モード（設定値はｎｏｎタイマ０とします）

ＰＲＯ プロモード（各種詳細設定や光通信、設定値のセーブ／ロードなどを設定）

通常は使用しません。

｢RUN｣モードの状態でジョグスイッチを倒すと、現在のしきい値が表示されます。

その後、自動的に現在の入光量表示に復帰します。

（３）感度調整方法

センサは透過光量の変化で、ラベルの境界部分を検出し、印字位置を決定しています。

感度調整には、オートティーチングと２点ティーチングの２つの方法があります。

１）オートティーチングの手順

①ラベルをプリンタに取り付けヘッドブロックをロックします。

②MODEキーを１回押し、RUNモードからTEACHモードにします。

③ジョグスイッチを押し続けます。

④ラベルギャップセンサアンプの表示が、”Ａｕｔｏ”に変化後、FEEDスイッチを押し、ラベルを

数枚空送りします。

⑤ジョグスイッチから手を離します。安定して検出できる場合は、”９ｏｏｄ”と表示され、安定

表示灯が点灯します。安定して検出できない場合は、”ＨＡｒｄ”と表示され、安定表示灯は点

灯しません。

⑥MODEキーを５回押し、TEACHモードからRUNモードに戻します。

⑦プリンタをONLINE状態にし、正しい位置にラベルの頭出しができることを確認します。
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２）２点ティーチングの手順

①MODEキーを１回押し、RUNモードからTEACHモードにします。

②ラベルを移動させ、ラベルと台紙の部分がギャップセンサヘッドの下に来るようにします。

（ラベルは色印刷のある部分ではなく、白い部分を合わせる。）

③ジョグスイッチを一度押すと、ラベルと台紙を合わせた透過光量を測定します。

④ラベルを移動させ、台紙のみの部分(ギャップ)がギャップセンサヘッドの下に来るようにします。

（ギャップが狭くて合わせ難い場合は、ラベルを１枚剥がして合わせる。）

⑤ジョグスイッチを一度押すと、台紙の透過光量を測定し、ラベルの透過光量との中間にしきい値

を設定します。安定して検出できる場合は、”９ｏｏｄ”と表示され、安定表示灯が点灯します。

安定して検出できない場合は、”ＨＡｒｄ”と表示され、安定表示灯は点灯しません。

⑥MODEキーを５回押し、TEACHモードからRUNモードに戻します。

⑦台紙部分で動作表示灯が点灯し、ラベル部分で動作表示灯が消灯することを確認します。

３）しきい値の微調整

数種類のラベルを使用する場合、台紙およびラベルの厚さにばらつきがあるため、ラベル毎に感

度調整が必要になる場合があります。この場合しきい値を微調整することにより、感度調整が不

要になる場合があります。

例えば、Ａラベルではラベルと台紙を合わせた透過光量が1300で、台紙の透過光量が2900で、

Ｂラベルではラベルと台紙を合わせた透過光量が600で、台紙の透過光量が2000とします。

２点ティーチングをすると、Ａラベルのしきい値は2200となり、Ｂラベルのしきい値は1300とな

り、ラベルを変える度に調整が必要となります。この場合しきい値を1650に設定すると、共用で

きます。

光量 Ａラベル Ｂラベル

2900

2200

2000 台紙

1650

1300 しきい値

600 ラベル

0

しきい値微調整の手順は以下です。

①MODEキーを２回押し、RUNモードからADJモードにすると、現在のしきい値を表示します。

②ジョグスイッチを"＋"側または"－"側に倒し、設定する値を表示させます。

③ジョグスイッチを１回押し、しきい値を記憶させます。

④MODEキーを４回押し、ADJモードからRUNモードに戻します。

⑤使用するすべてのラベルにおいて、台紙部分で動作表示灯が点灯し、ラベル部分で動作表示灯が

消灯することを確認します。
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オートティーチング調整はラベルの上に商品名、会社名などがプリ印刷されていない無地のラベル

を使用するときに有効です。

プリ印刷されているラベルの場合、プリ印刷部分でもセンサからの透過光量が変化します。

そのため、ラベルギャップでない部分をギャップ部分として、感度調整される場合があります。

この場合、ラベルギャップを正しく検出できるように感度調整を行うには、２点ティーチングを行

って下さい。

ラベルの材質、厚さの条件により、ラベル境界が正しく検出できるように感度調整ができない場合

があります。この場合、代理店、または当社にご相談下さい。

６．ラベルの印字までの手順

（１）プリンタカバーを開けます。

（２）ヘッドブロックのロックを解除しヘッドブロックを開け、リボン軸支持板を倒します。

（３）ラベルをプリンタ本体に取り付けます。（Ⅳ－４．ラベルの補給方法を参照）

（４）リボンをプリンタ本体に取り付けます。（Ⅳ－３．リボンの補給方法を参照）

（５）電源をONにすると、約５秒後に下記のように表示します。

ＭＥＸ

７７７ＵＷ－１２

（６）いずれかのスイッチを押すと、表示は下記になります。（以下日本語表示で説明します。）

インシ゛マイスウ Ｃｏｕｎｔ

００００ ００００

（日本語） （英語）

（７）OFFLINE状態でなければ、ON/OFF LINEスイッチを押してOFFLINE状態にします。

（OFFLINE状態では、ONLINE LEDは消灯しています。）

（８）ラベルギャップセンサ感度調整をします。（Ⅳ－５．ラベルギャップセンサの調整方法を参照）

（９）ヘッドブロックを閉め、ロックします。

（１０）FEEDスイッチを押し、ラベルを送るか確認します。

ラベルが送られない場合は、ONLINE状態になってないか確認します。

（１１）FEEDスイッチを押し、ラベルを送りながら、ラベルギャップセンサがラベルを正しく検出している

ことを確認します。(ラベルギャップセンサの入光表示がラベル部分で消灯、ラベルギャップで点灯

することで確認します。)

（１２）プリンタカバーを閉めます。

（１３）OFFLINE状態であれば、ON/OFF LINEスイッチを押し、ONLINE状態にします。

（１４）ヘッドテスト後、ラベルが送られ、ラベルの頭出しが行われます。

ラベル送りが止まらない場合は、ラベルギャップセンサの感度が正しく設定されていません。

一旦、電源をOFFにし、再び電源をONにし、ラベルギャップセンサの感度調整から始めて下さい。

電源をOFFにした後、電源を再びONにする場合は５秒以上待ってから、電源をONして下さい。

（１５）ONLINE LEDが点灯し、ONLINE状態となり、データの受信待ち状態となります。
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（１６）ラベルコントローラより印字すべきデータ、およびプリンタの制御コードを送信すると、

READY LEDが点灯し、ラベルに印字を行います。

（１７）カッターを使用する場合は、制御コードのカット枚数を０以外にするとカット動作を行います。

（Ⅳ－７．カッター装置を参照）

！ 注 意

●プリンタのヘッドブロックとプラテンローラ間に手を入れたまま、ヘッドブロックを移動しない

で下さい。

○手や指にケガをする恐れがあります。

●プリンタのカバーは、手で支えてゆっくりと開閉して下さい。

○カバーの急激な落下は、ケガ、あるいは故障の恐れがあります。

●ラベル、リボン交換時などに、印字ヘッド部の発熱体に手を触れないようにして下さい。

○火傷する恐れがあります。
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７．カッター装置

カッター装置（Ｃ－７７Ｗ）の取り付けは工場オプションです。

カッター装置

［１］カッター使用方法

（１）ラベルコントローラ（HOSTコンピューター）よりカット枚数を指定して、印字データを送信します。

詳細はラベルコントローラ取扱説明書のラベル情報の項を参照して下さい。

（２）１枚印字を行い、カッターが動作します。

カット位置が正しいことをご確認下さい。

カット位置が合っていない場合は、カットアジャストを設定して、カット位置を合わせて下さい。

詳細は伝送仕様書(Ｓ００００６)のカット情報の指定を参照して下さい。

（３）手動カット

オフライン状態でLINEスイッチを押しながら、FEEDスイッチを押すと、カッターが動作します。

［２］カット動作

（１）通常動作

１）ラベルコントローラより印字データを送信します。

２）ラベルを１枚印字します。

３）印字後，ラベルをフィードしラベルの後ろでカットします。

４）カット動作後、ラベルをバックフィードさせ印字開始位置が印字ヘッドの下になるようにします。

５） １）～ ４）を繰り返します。

（２）１枚目の印字または、カット情報に変更があった場合

１）ONLINEにした後、ラベルをフィードさせラベルの先頭でカットします。

２）カット動作後、ラベルをバックフィードさせ印字開始位置が印字ヘッドの下になるようにします。

３）上記動作を、（１）－１）と２）の間で行います。
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［３］カッター装置の開閉方法

（１）ツマミ付きネジを外します。

ツマミ付きネジ

（２）カッター装置を①の方向にずらします。（カッター装置が止まる位置まで動かします。）

①
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（３）カッター装置の上部を②の方向に倒します。

②

（４）カッターの取付け方法

（１）～（３）を逆の要領で取り付けて下さい。

！ 注 意

●カッター部分に指を入れたり、刃の部分を触ったりしないで下さい。

○指を切る恐れがあります。
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８．エラー表示

プリンタがエラー状態になった時、表示部に次のエラーコードと名称が表示され、ブザーが鳴ります。

RESETスイッチを押すと、ブザーが鳴り止み、エラー表示が消えます。

（１）ラベルエンドエラー

Ｅ－０１ Ｅ－０１

ラヘ゛ルエント゛ ＬａｂｅｌＥｎｄ

ラベルが終了したとき発生します。

新しいラベルを補給して下さい。

（２）リボンエンドエラー

Ｅ－０２ Ｅ－０２

リホ゛ンエント゛ ＲｉｂｏｎＥｎｄ

リボンが終了したとき発生します。

新しいリボンを補給して下さい。

（３）ヘッドブロックのロック解除エラー

Ｅ－０３ Ｅ－０３

ヘット゛カイ ＨｅａｄＯｐｅｎ

ONLINEに切り替えようしたとき、ヘッドブロックのロックが解除されている場合発生します。

ヘッドブロックを閉め、ロックして下さい。

（４）ヘッドエラー

Ｅ－０４ Ｅ－０４

ヘット゛エラー ＨｅａｄＥｒｏｒ

ヘッドテストで、印字ヘッドの不良ドットが検出された場合発生します。

不良ドットがあると印字に白線等が入りますが、印字はできます。

新しい印字ヘッドに交換して下さい。

（５）受信エラー

Ｅ－０５ Ｅ－０５

テ゛ンソウエラー Ｉ／Ｆ Ｅｒｏｒ

ラベルコントローラと通信速度が合っていない場合発生します。

また、周辺に電気的ノイズを発生する機器がある場合発生することがあります。

エラー発生時は必ずラベルコントローラからの送信を中止して下さい。

RESETスイッチを押したとき、受信バッファに残っているデータをクリアします。

また、復帰できない場合は、電源を一度OFFにしてからONにすると解除できます。
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（６）伝送データエラー

Ｅ××× （×××は１００～３９９です）

×××××××× （××××××××はエラー内容です）

ラベルコントローラから受信した印字データのフォーマットまたはデータに誤りがある場合発生し

ます。１１０については、主にラベルコントローラとプリンタのプロトコルが合っていない場合発

生します。

伝送データエラーが発生する場合は伝送仕様書(Ｓ００００６)を参照されるか、代理店または当社

までご連絡下さい。

再度送信データおよびプロトコルを等を確認してから、データを送信して下さい。

エラー発生時は必ずラベルコントローラからの送信を中止して下さい。

RESETスイッチを押したとき、受信バッファに残っているデータをクリアします。

（７）ヘッド過熱異常

Ｅ－０８ Ｅ－０８

ヘット゛ホット Ｈｅａｄ Ｈｏｔ

ヘッドの温度が約60℃を越えた場合発生します。

しばらく印字を中断して下さい。

（８）ＰＤＦ４１７エリア設定異常（BLP-777UW-12使用時）

Ｅ－１３ Ｅ－１３

ＰＤＦエリアＳ ＰＤＦＡｒｅａＳ

カラム数、ライン数の指定が異常な場合発生します。

カラム数：1≦Ｘ≦30，ライン数：3≦Ｘ≦90であるか、確認して下さい。

（９）ＰＤＦ４１７座標異常（BLP-777UW-12使用時）

Ｅ－１４ Ｅ－１４

ＰＤＦサ゛ヒョウ ＰＤＦＣｏｒｄ．

座標＋領域が印字領域を越えて指定した場合発生します。

ＰＤＦ４１７の座標指定及び領域を確認して下さい。

（１０）ＰＤＦ４１７配分比異常（BLP-777UW-12使用時）

Ｅ－１５ Ｅ－１５

ＰＤＦハイフ゛ン ＰＤＦＤｉｓｔ．

ＰＤＦ４１７展開後、配分比（カラム数、ライン数）が最大数を超えた場合発生します。

セキュリティレベルを下げるかデータの桁数を減らして下さい。
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（１１）ＰＤＦ４１７展開エリア異常（BLP-777UW-12使用時）

Ｅ－１６ Ｅ－１６

ＰＤＦテンカイＯ ＰＤＦＤｒａｗＯ

ＰＤＦ４１７展開後、最大領域を越えた場合発生します。

モジュールドット数，又はセキュリティレベルを下げるかデータの桁数を減らして下さい。

（１２）ＰＤＦ４１７エリアオーバー（BLP-777UW-12使用時）

Ｅ－１７ Ｅ－１７

ＰＤＦエリアＯ ＰＤＦＡｒｅａＯ

指定領域からデータがはみ出た印字となる場合発生します。

指定されたモジュールでは、最大領域内に入らないので、自動演算でモジュールを小さくして印字

する場合発生します。このエラーは解除後印字を行いＰＤＦ４１７も印字されますが、ラベルコン

トローラから設定された状態とは異なります。

（１３）ＱＲコードデータ設定異常

Ｅ－２１ Ｅ－２１

ＱＲテ゛ータ ＱＲＤａｔａ

ＱＲコードを分割で使用した場合等で、分割とデータ桁数が合わない場合発生します。

分割を行わないようにするか、データ桁数を増やしてご使用下さい。

（１４）ＱＲコードデータ変換異常

Ｅ－２２ Ｅ－２２

ＱＲヘンカン ＱＲＣｏｎｖ．

ＱＲコードのデータ変換時に、桁数がＱＲコードのバージョンに合わない場合発生します。

データ桁数が、ＱＲコードの仕様に合っているかご確認下さい。
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（１５）カッターエラー

Ｅ－９２ Ｅ－９２

カッター Ｃｕｔｔｅｒ

カッター装置（オプション）で紙詰まり等が発生し、刃が回転しなかった場合発生します。

カッター装置に詰まった紙を除去し、清掃等を行って下さい。

清掃を行っても、正常に動作しない場合は、代理店または当社にご連絡下さい。

カッター刃が原点位置に戻っていない場合は、設定モード「メニュー５、カッターの動作テスト」

で、原点位置に戻して下さい。（Ⅴ－２－[５]．セルフテストを参照）

！ 注 意

●カッター装置（オプション）の清掃は電源を切って行って下さい。

○カッター刃が回転すると、指にケガをする恐れがあります。

（１６）ドットシフトエラー

Ｅ－９４ Ｅ－９４

ト゛ット シフト ＤｏｔＳｈｉｆｔ

バーコードを印字する場合、印字ヘッドに不良ドットが存在しても、そのドットを使用しない領域

になるようにバーコードの印字位置を数ドットの範囲内でずらして、ドット欠けのないバーコード

を印字する機能があります。

このエラーは、印字位置をずらしてもドット欠けのないバーコードが印字できなくなった場合発生

します。但し、ヘッドテスト有に設定してないと表示されません。
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Ⅴ．設定モード

１．設定方法

設定モードにより操作部から各種設定値の確認・変更およびセルフテストができます。設定項目は多

いため、種類毎に分類されたメニューを選択した後、設定項目を選択する階層構造になっています。

［１］設定項目一覧

メニュー１ 印字速度の設定

印字に関する設定
バック速度の設定

メニュー２ 印字位置補正の設定 濃度(電圧)の設定

機台に関する設定
ｶｯﾄ位置補正の設定 濃度(時間)の設定

メニュー３ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの設定 ﾗﾍﾞﾙ送り補正の設定 印字方向の設定

通信に関する設定
通信速度の設定 ﾍｯﾄﾞﾃｽﾄ有無の設定 ﾗﾍﾞﾙｷﾞｬｯﾌﾟ有無の設定

USBﾃﾞﾊﾞｲｽの設定 ﾍｯﾄﾞﾃｽﾄ間隔の設定 ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻ論理の設定

プロトコルの設定 印字終了後送出の設定 再展開の設定

ﾃﾞｰﾀ桁ﾁｪｯｸの設定 終了 ｴﾗｰﾘｶﾊﾞﾘｨの設定

終了 終了

メニュー４ 警報音の設定

その他の設定
キー操作音の設定

メニュー５ ヘッドテスト 連続キー入力の設定

セルフテスト
カッターの動作テスト 表示言語の設定

終了 センサ入力の表示 カット動作の設定

入力信号の表示 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ密度の設定

リレー出力のテスト ﾌﾟﾘﾝﾀｼﾘｱﾙ番号の表示

ﾓｰﾀﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝの解除 ﾛｰﾀﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの表示

設定値の印字 ﾌﾟﾘﾝﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの表示

トータルカウンタ H8ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの表示

トリップカウンタ フォント番号の表示

終了 ＰＬＤ１番号の表示

ＰＬＤ２番号の表示

終了
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［２］操作方法

設定モードでのスイッチ機能は下記のようになっています。

RESET ＋ FEED ・・・・設定モードに入る。

LINE ・・・・・・・・・現在のモードから抜け出す。

FEED ・・・・・・・・・メニューまたは設定項目を選択する。

RESET ・・・・・・・・・メニューまたは設定項目に入る。または、設定値を増加させる。

（１）ON/OFF LINEスイッチを押し、OFFLINE状態にします。

（２）RESETスイッチを押しながら、FEEDスイッチを押して放すと、メニューの選択状態になります。

メニュー１ Ｍｅｎｕ１

インシ゛セッテイ ＰｒｉｎｔＳｅｔ

（日本語） （英語）

（３）FEEDスイッチを押す毎にメニューが切替わります。

メニュー２ Ｍｅｎｕ２

キタ゛イセッテイ ＭｅｃｈａＳｅｔ

（４）RESETスイッチを押すと、各メニュー内の設定項目の選択状態になります。

ヘット゛－センサ ＨＤ－Ｓｅｎｓｒ

ＨＳ＝＋ ０ ＨＳ＝＋ ０

（５）FEEDスイッチを押す毎に設定項目が切替わります。

ヘット゛－カッタ ＨＤ－Ｃｕｔｅｒ

ＨＣ＝＋ ０ ＨＣ＝＋ ０

（６）RESETスイッチを押すたびに設定値が変化します。

希望の設定値になったところで、RESETスイッチを押すことを止めます。

ヘット゛－カッタ ＨＤ－Ｃｕｔｅｒ

ＨＣ＝＋ １ ＨＣ＝＋ １

（７）メニューを選択する場合は、LINEスイッチを押すか、シュウリョウを選択すると、メニューの選択

状態に戻ります。

メニュー２ Ｍｅｎｕ２

キタ゛イセッテイ ＭｅｃｈａＳｅｔ

（８）設定モードを終了する場合は、LINEスイッチを押すか、シュウリョウを選択すると、設定した内容

をフラッシュＲＯＭに書き込み、OFFLINE状態になります。
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２．設定項目

［１］印字設定

メニュー１ Ｍｅｎｕ１

インシ゛セッテイ ＰｒｉｎｔＳｅｔ

（１）印字速度の設定

印字速度を設定します。

100mm/Sを超えた設定で、ラベル長が30mm以下では印字速度が低下する場合があります。

印字速度は、印字品質、ラベル長さにより最適値を選択して下さい。

インシ゛ソクト゛ ＰＲＴＳｐｅｅｄ

１００ｍｍ／Ｓ １００ｍｍ／Ｓ

RESETスイッチを押す毎に設定値がＵＰします。

60→70→80→100→120→150→180→200→220(→60mm/S)

（斜字は出荷時の設定です。）

※．ラベルコントローラから印字速度を変更した場合(ＵＳＢのみ対応)、設定値が変わります。

（２）バック速度の設定

カット後のバック時の速度を設定します。

通常は６０ｍｍ／ｓですが、ラベルにより、バック時に引っかかる場合があります。

バック速度は、ラベル品質により最適値を選択して下さい。

ハ゛ックソクト゛ Ｂｋ Ｓｐｅｅｄ

６０ｍｍ／Ｓ ６０ｍｍ／Ｓ

RESETスイッチを押す毎に設定値がＵＰします。

20→30→40→50→60(→20mm/S)

（斜字は出荷時の設定です。）

※．ラベルコントローラからバック速度を変更した場合(ＵＳＢのみ対応)、設定値が変わります。

（３）濃度(電圧)の設定

ヘッドに印加する電圧を設定することにより、印字濃度を変更します。設定範囲は０～９の

１０段階です。値が大きくなるほど、印加電圧が高くなり、印字が濃くなります。

ＨＤテ゛ンアツ ＨＤ Ｖｏｌｔ

Ｈ＝０５ Ｈ＝０５

RESETスイッチを押す毎に設定値がＵＰします。９の次は０になります。

出荷時の設定は０５です。

※．ラベルコントローラからヘッド電圧を変更した場合(ＵＳＢのみ対応)、設定値が変わります。
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（４）濃度(時間)の設定

ヘッドに電圧を印加する時間(ストローブ幅)を調整することにより、印字濃度を変更します。設定

範囲は０～９の１０段階です。値が大きくなるほど、印加時間が長くなり、印字が濃くなります。

但し、印字速度が速いと十分な印字濃度が得られない場合があります。

ＨＤストローフ゛ ＨＤ Ｓｔｒｏｂ

Ｓ＝０５ Ｓ＝０５

RESETスイッチを押す毎に設定値がＵＰします。９の次は０になります。

出荷時の設定は０５です。

※．ラベルコントローラからストローブ幅を変更した場合(ＵＳＢのみ対応)、設定値が変わります。

ラベルコントローラまたはプリンタドライバ側で設定する場合は、印刷濃度を設定して下さい。

当社設定値は、ワックス系のリボンで調整しています。レジン系をご使用の場合は濃度（電圧およ

び時間）を上げて使用する必要がありますが、できるだけ小さい値で設定することをお奨めします。

むやみに上げると、印字ヘッドが故障する原因となります。また、リボンが切断しやすくなります。

（５）印字方向の設定

ラベルの印字される方向を設定します。

ラベルフォーマットの下側から印字する場合は正立に、ラベルフォーマットの上側から印字する

場合は倒立に設定します。

インシ゛ホウコウ ＰＲＴＤｉｒｅｃ

セイリツ Ｎｏｒｍａｌ

RESETスイッチを押す毎にセイリツとトウリツが切り替わります。出荷時の設定は、セイリツです。

(６）ラベルギャップの有無の設定

ラベルにギャップまたはミシン目が有るか無いかを設定します。

ギャップまたはミシン目がある場合は有りに、ギャップおよびミシン目がない場合は無しに設定し

ます。無しに設定した場合、ラベル送り量はラベルコントローラで設定された値となります。

ラヘ゛ルＧａｐ ＬａｂｅｌＧａｐ

アリ Ｙｅｓ

RESETスイッチを押す毎にアリとナシが切り替わります。出荷時の設定はアリです。
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（７）ギャップセンサ論理の設定

ギャップセンサの検出論理を遮光変化時または受光変化時に設定します。

通常は遮光変化時で使用します。

センサロンリ ＳＮ Ｌｏｇｉｃ

シャコウ Ｓｈａｄｅ

RESETスイッチを押す毎にシャコウとシ゛ュコウが切り替わります。

出荷時の設定はシャコウです。

遮光設定時はラベルギャップ～ラベル間で、ギャップセンサの出力が受光状態から遮光状態に変化

した時点を基準とします。受光設定時はラベル～ラベルギャップ間で、ギャップセンサの出力が遮

光状態から受光状態に変化した時点を基準とします。

この検出論理を切り替えると、ラベルの検出位置が変わるためラベルギャップの寸法分印字開始位

置が変ります。

受光設定時の読取り位置 遮光設定時の読取り位置

ラベルの流れ ラベルギャップ

（８）再展開の設定

受信したデータを一度展開した後に再度展開するかどうかを設定します。印字フィールドに重なり

があると、印字の一部が欠ける場合があります。再展開有りに設定すると、欠けが無くなります。

但し、再展開有りにすると、処理速度が低下します。

サイテンカイ ＲｅＤｒａｗ

ナシ Ｎｏ

RESETスイッチを押す毎にアリとナシが切り替わります。出荷時の設定はナシです。

（９）エラーリカバリィの設定

印字中にエラーが発生（リボンエンド，ラベルエンド等）した場合、そのラベルを再発行するか否

か設定します。再発行する場合は有りに、再発行しない場合は無しに設定します。

再発行有りに設定すると、完全に印字されたラベルが２枚発行される場合があります。

再発行無しに設定すると、完全に印字されたラベルが１枚もない場合があります。

エラーリカハ゛リ ＥｒｒＲｅｃｏｖ

アリ Ｎｏ

RESETスイッチを押す毎にアリとナシが切り替わります。出荷時の設定はアリです。

（１０）終了

メニュー１を終了します。

シュウリョウ Ｅｎｄ

RESETスイッチを押すと、メニュー１を終了します。
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［２］機台設定

メニュー２ Ｍｅｎｕ２

キタ゛イセッテイ ＭｅｃｈａＳｅｔ

（１）印字位置補正の設定

ヘッド－センサ間の距離の補正値を設定し、機台による印字位置のバラツキを補正します。

設定範囲は-50～+50dotです。値を増やすと、ラベルが前に出るため印字位置が後ろにずれます。

インジ ホセイ ＰｒｉｎｔＡｄｊ

ＨＳ＝＋ ０ ＨＳ＝＋ ０

RESETスイッチを押す毎に設定値がＵＰします。+50の次は-50になります。

出荷時にあらかじめ補正値を設定し、プリンタカバーの裏にＨＳ値を明記しています。

（２）カット位置補正の設定

ヘッド－カッター間の距離の補正値を設定し、機台によるカット位置のバラツキを補正します。

カット補正の基点は、センサまたはヘッドに切り替えられます。（詳細は次項参照）

設定範囲は-50～+50dotです。値を増やすと、ラベルが前に出るためカット位置が後ろにずれます。

カット ホセイ Ｃｕｔ Ａｄｊ

ＨＣ＝＋ ０ ＨＣ＝＋ ０

RESETスイッチを押す毎に設定値がＵＰします。+50の次は-50になります。

出荷時にあらかじめ補正値を設定し、プリンタカバーの裏にＨＣ値を明記しています。

（３）ラベル送り補正の設定

ラベルの送り量の補正値を設定し、機台毎の送り量のバラツキを補正します。

補正値は印字長に対する比率で、設定範囲は-2.0～+2.0%です。値を増やすと印字長が延びます。

例えば、100mmで指定した印字が99mmで印字された場合、+1.0％に設定すると100mmに補正されます。

オクリホセイ Ｆｅｅｄ Ａｄｊ

Ｆ＝＋０．０％ Ｆ＝＋０．０％

RESETスイッチを押す毎に設定値がＵＰします。+2.0％の次は-2.0％になります。

出荷時はの設定は最適値が、「＋」の場合は０％を、「－」の場合は最適値を設定しています。

いずれもプリンタカバーの裏にＦ値を明記しています。

注１．補正値はＹ座標及びラベル長、アジャスト値に有効ですが、文字サイズ、バーコード高さは補正で

きません。よって、文字サイズと同じ値でＹ座標を指定している等の場合は、補正値を設定すると、

文字が印字されない場合があります。この場合は、Ｙ座標をずらして下さい。

注２．プリンタドライバーを使用している場合、補正値（Ｆ値）を＋に設定すると、印字に白線が入る場

合があります。その場合は０％に設定して下さい。
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（４）ヘッドテスト有無の設定

ヘッドテストするかしないか設定します。

ヘッドテストはONLINE切替時に行い、その後設定した枚数発行毎に行います。

ヘッドテストを無にすると、印字ヘッドの良否の判断を行いません。また、バーコード印字におけ

るドットシフト機能が有効になりません。

ヘット゛テスト ＨｅａｄＴｅｓｔ

アリ Ｙｅｓ

RESETスイッチを押す毎にアリとナシが切り替わります。出荷時の設定はアリです。

（５）ヘッドテスト間隔の設定

ヘッドテストを有に設定したとき、ヘッドテストを行う間隔を発行毎枚数で設定します。

設定範囲は１０～９９０枚で、１０枚毎に設定できます。

テストカンカク ＨＴＩｎｔｖａｌ

２５０マイ ２５０Ｓｔ

RESETスイッチを押す毎に設定値がＵＰします。９９０枚の次は１０枚になります。

出荷時の設定は２５０マイです。

（６）印字終了後送出の設定

カッター装置が付いていない機台で、印字が終了し待機状態になったとき、最後に印字したラベル

を前パネルのラベル出口まで送り出すか出さないか設定します。

オクリタ゛シ ＳｅｎｄＯｕｔ

アリ Ｙｅｓ

RESETスイッチを押す毎にアリとナシが切り替わります。出荷時の設定はアリです。

カッター装置付きの場合はナシの設定で使用して下さい。カッター装置付きの出荷時の設定は

ナシです。

（７）終了

メニュー２を終了します。

シュウリョウ Ｅｎｄ

RESETスイッチを押すと、メニュー２を終了します。
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［３］通信設定

メニュー３ Ｍｅｎｕ３

ツウシンセッテイ Ｃｏｍ．Ｓｅｔ

（１）インターフェースの設定

ラベルコントローラとのインターフェースをパラレル（セントロニクス準拠またはＥＣＰモード）、

シリアル（ＲＳ－２３２Ｃ）、ＵＳＢ２．０のいずれかに設定します。パソコンによりパラレル

ＳＰＰの設定で通信異常となる場合はパラレルＥＣＰに設定を変更してみて下さい。

インターフェース Ｉｎｔｒｆａｃｅ

ハ゜ラレルＳＰＰ ＰａｒａｌＳＰＰ

RESETスイッチを押す毎にハ゜ラレルＳＰＰ、ハ゜ラレルＥＣＰ、シリアル、ＵＳＢ２．０が切り替

わります。出荷時の設定はハ゜ラレルＳＰＰです。

（２）通信速度の設定

インターフェースをシリアルに設定したときの通信速度（ボーレート）を設定します。

設定範囲は1200～38400bpsまでです。使用環境により適切な速度を設定して下さい。

ツウシンソクト゛ ＢａｕｄＲａｔｅ

４８００ｂｐｓ ４８００ｂｐｓ

RESETスイッチを押す毎に設定値がＵＰします。

１２００→２４００→４８００→９６００→１９２００→３８４００(→１２００bps)

（斜字は出荷時の設定です。）

（３）USBデバイスの設定

インターフェースがUSBの場合、Windows OSに対応したUSBのデバイスドライバを設定して下さい。

Windows XPの場合はＭＥＸＵＳＢに、Windows Vista,7(32bit版)の場合はＭＥＸＵＳＢ２に、

Windows 7(64bit版)の場合はＭＥＸＵＳＢ３に、設定して下さい。

テ゛ハ゛イス Ｄｅｖｉｃｅ

ＭＥＸＵＳＢ ＭＥＸＵＳＢ

RESETスイッチを押す毎にＭＥＸＵＳＢ、ＭＥＸＵＳＢ２、ＭＥＸＵＳＢ３が切り替わります。

出荷時の設定はＭＥＸＵＳＢです。
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（４）プロトコルの設定

通信プロトコルを１または２に設定します。

プロトコル１は送信データにチェックサムがありません。プロトコル２は各コマンドの最後にチェ

ックサムを付加し、受信データをチェックすることにより印字データの信頼性を向上したものです。

詳細は、伝送仕様書（Ｓ００００６）のプロトコル２を参照して下さい。

データ化け等が発生する場合はプロトコル２をご使用下さい。

フ゜ロトコル Ｐｒｏｔｏｃｏｌ

ＰＣ＝１ ＰＣ＝１

RESETスイッチを押す毎に１と２が切り替わります。出荷時の設定は１です。

（５）データ桁チェックの設定

通信データの桁および倍率データのチェックするかしないかを設定します。

無しでは、フィールド情報で指定した桁数とデータ情報の実際の桁数が異なっていてもエラーに

しません。また、英数、漢字、外字の倍率に０を指定してもエラーとしません。

有りでは、フィールド情報で指定した桁数とデータ情報の実際の桁数が異なっている場合エラー

にします。また、英数、漢字、外字の倍率に０を指定した場合エラーとします。

ケタチェック ＤｉｇｉｔＣｈｋ

ナシ Ｎｏ

RESETスイッチを押す毎にナシとアリが切り替わります。出荷時の設定はナシです。

（６）終了

メニュー３を終了します。

シュウリョウ Ｅｎｄ

RESETスイッチを押すと、メニュー３を終了します。
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［４］その他の設定

メニュー４ Ｍｅｎｕ４

ソノタ セッテイ ＯｔｈｅｒＳｅｔ

（１）警報音の設定

エラーが発生したときの警報ブザーが鳴る時間を設定します。設定範囲は０.０～９.９秒です。

０.０秒に設定すると、RESETスイッチを押すまで鳴り続けます。

ケイホウオン ＡｌａｒｍＢｕｚ

Ｔ＝１．０Ｓ Ｔ＝１．０Ｓ

RESETスイッチを押す毎に設定値がＵＰします。９.９秒の次は０.０秒になります。

出荷時の設定は０.０秒です。

（２）キー操作音の設定

キー(スイッチ)を操作したときに音を鳴らすかどうかを設定します。

キーソウサオン ＫｅｙＢｕｚ

ナシ ＮＯ

RESETスイッチを押す毎にナシとアリが切り替わります。出荷時の設定はナシです。

（３）連続キー入力の設定

設定モードで設定値を変更する場合、キー(スイッチ)を押し続けたときに、一回のみ入力するか

繰り返し入力するかを設定します。

キーニュウリョク ＫｅｙＩｎｐｕｔ

クリカエシ Ｒｅｐ．

RESETスイッチを押す毎にイッカイとクリカエシが切り替わります。

出荷時の設定はクリカエシです。

（４）表示言語の設定

ＬＣＤの表示を日本語または英語に設定します。

ケ゛ンコ゛ Ｌａｎｇｕａｇｅ

ニホンコ゛ Ｅｎｇｌｉｓｈ

RESETスイッチを押す毎にニホンコ゛とＥｎｇｌｉｓｈが切り替わります。

出荷時の設定はニホンコ゛です。
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（５）カット動作の設定

カッター装置を付加している場合、カット動作の有効または無効を設定します。

通常は有効に設定します。ラベルコントローラでカット枚数が指定されてもラベルをカットしない

場合無効に設定します。

カットト゛ウサ Ｃｕｔｔｉｎｇ

アリ Ｙｅｓ

RESETスイッチを押す毎にナシとアリが切り替わります。

出荷時の設定はアリです。

（６）バーコード比率の設定

バーコードの比率をプリンタの初期値にするか、ラベルコントローラからの設定値(ＵＳＢのみ対

応)にするか選択します。ＢＬＰではプリンタの初期値で、ＬＣではラベルコントローラからの設定

値でバーコードが展開されます。詳細はラベルコントローラの取扱説明書を参照して下さい。

ハ゛ー ヒリツ ＢａｒＲａｔｉｏ

ＢＬＰ ＢＬＰ

RESETスイッチを押す毎にＢＬＰとＬＣが切り替わります。

出荷時の設定はＢＬＰです。

（７）シリアル番号の表示

プリンタのシリアル番号を表示します。

シリアルＮｏ． ＳｅｒｉａｌＮｏ

３３６８×××× ３３６８××××
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（８）ローダプログラムの表示

ローダのプログラム管理番号とバージョンを表示します。

ロータ゛ーＮｏ． ＬｏａｄｅｒＮｏ

１１０４６．００ １１０４６．００

（９）プリンタプログラムの表示

プリンタのプログラム管理番号とバージョンを表示します。

フ゜リンタＮｏ． Ｐｒｉｎｔｅｒ

１１０４７．００ １１０４７．００

（１０）Ｈ８プログラムの表示

Ｈ８のプログラム管理番号とバージョンを表示します。

Ｈ８ Ｎｏ． Ｈ８ Ｎｏ．

０３１１７．００ ０３１１７．００

（１１）フォント番号の表示

フォントの管理番号とバージョンを表示します。

フォント Ｎｏ． Ｆｏｎｔ Ｎｏ．

０８０４４．００ ０８０４４．００

（１２）ＰＬＤ１番号の表示

基板上のＰＬＤの管理番号とバージョンを表示します。

ＰＬＤ１ Ｎｏ． ＰＬＤ１ Ｎｏ．

０８８０９．００ ０８８０９．００

（１３）ＰＬＤ２番号の表示

基板上のＰＬＤの管理番号とバージョンを表示します。

ＰＬＤ２ Ｎｏ． ＰＬＤ２ Ｎｏ．

０７８１９．００ ０７８１９．００

（１４）終了

メニュー４を終了します。

シュウリョウ Ｅｎｄ

RESETスイッチを押すと、メニュー４を終了します。
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［５］セルフテスト

メニュー５ Ｍｅｎｕ５

セルフ テスト ＳｅｌｆＴｅｓｔ

（１）ヘッドのテスト

印字ヘッドの全ドットの抵抗値を測定したのち良否を判定し、平均抵抗値を表示します。

ヘット゛テスト ＨｅａｄＴｅｓｔ

０ｄｏｔ ０ｄｏｔ

RESETスイッチを押すと、ヘッドテストを開始し、ドット数をカウントアップします。

不良があれば、ALARM LEDが点灯し、ブザーが鳴ります。

（２）カッターの動作テスト

カッターの動作テストをします。

カッターテスト ＣｕｔｒＴｅｓｔ

ＯＦＦ ＯＦＦ

RESETスイッチを押すと、表示がＯＮになり、カッター刃が１回転します。

原点信号が一定時間内に入力されなければエラーとなり、ALARM LEDが点灯し、ブザーが鳴ります。

（３）センサ入力の表示１

４種類のセンサの入力状態を表示します。

センサテスト１ ＳＮ Ｔｅｓｔ１

Ｒ１Ｌ１Ｇ１Ｈ１ Ｒ１Ｌ１Ｇ１Ｈ１

リボンエンドセンサ(Ｒ)・・・・・０：リボンエンド １：リボンあり

予備入力(Ｌ)・・・・・・・・・・０：Ｌレベル １：Ｈレベル

ギャップセンサ(Ｇ)・・・・・・・０：ラベルのギャップ １：ラベルあり

印字ブロックの開閉(Ｈ)・・・・・０：閉じている １：開いている

（４）入力信号の表示

４種類の入力信号の状態を表示します。

ニュウリョク ＩｎｐＴｅｓｔ

Ｅ１Ｃ１Ｘ１Ｙ１ Ｅ１Ｃ１Ｘ１Ｙ１

カッターエラー入力(Ｅ)・・・・・０：エラーあり １：エラーなし

カッター原点入力(Ｃ)・・・・・・０：原点 １：原点でない

外部ＩＦ入力(Ｘ)・・・・・・・・０：ＯＮ １：ＯＦＦ

予備入力(Ｙ)・・・・・・・・・・０：Ｌレベル １：Ｈレベル
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（５）リレー出力のテスト

リレー出力１，２をＯＮ，ＯＦＦさせます。

リレー テスト Ｒｙ Ｔｅｓｔ

リレー ＯＦＦ Ｒｙ ＯＦＦ

RESETスイッチを押す毎に下記の動作を繰り返します。

リレー ＯＦＦ → リレー１ ＯＮ → リレー ＯＦＦ → リレー２ ＯＮ

（６）モータパワーダウンの解除

フィードモータのカレントダウンを解除します。装置の調整用です。

モータＰＤ ＭｏｔｏｒＰＤ

ＯＮ ＯＮ

RESETスイッチを押している間、カレントダウンを解除(ＯＦＦ)し、励磁電流を動作時の状態にし

ます。

（７）設定値の印字

設定モードで設定した設定値の一覧を印字します。

セッテイインシ゛ ＳｅｔＰｒｉｎｔ

RESETスイッチを押すと、設定値の一覧を印字します。

（８）トータルカウンタの表示

プリンタで印字したラベルの総走行距離を表示します。又クリアはできません。

トータルカウンタ ＴｏｔａｌＣｎｔ

１２３ｍ １２３ｍ

（９）トリップカウンタの表示

プリンタで印字したラベルの区間走行距離を表示します。

RESETスイッチを押しながらLINEスイッチ押すとクリアできます。

ＴＲＩＰカウンタ ＴｒｉｐＣｎｔ

１２ｍ １２ｍ

（１０）終了

メニュー５を終了します。

シュウリョウ Ｅｎｄ

RESETスイッチを押すと、メニュー５を終了します。
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Ⅵ．保守、及び点検

１．日常点検

（１）印字ヘッドの手入れ

印字回数が多くなってきますと、紙粉、ホコリ等がプリンタに溜まってきます。

ホコリ等は、印字ヘッドを傷つける恐れがありますので、定期的（使用環境にもよりますが毎日）

にホコリ等の除去をして下さい。

また、印字ヘッドの汚れも拭き取って下さい。拭き取る場合は、当社指定のヘッドクリーナーにて

印字ヘッドに傷を付けないように軽く拭き取って下さい。

カッター装置を開くと、拭きやすくなります。（Ⅳ－７－３．カッター装置の開閉方法を参照）

清掃面が乾いてから、印字を始めて下さい。

（２）センサの手入れ

センサにホコリが付着すると誤動作の原因になります。

ラベルギャップセンサを定期的（週１回程度）に清掃して下さい。

（３）ゴムローラの手入れ

プラテンローラ等に紙粉等が付着すると、印字ズレ等の原因になります。

ゴムローラは定期的（週１回程度）にアルコールで清掃して下さい。

カッター装置を開くと、清掃しやすくなります。（Ⅳ－７－３．カッター装置の開閉方法を参照）

（４）カッター装置

カッターは使用している間にラベルの糊、切りカス等がカッター刃に付いて正常にカットできなく

なることがあります。

＋ドライバーでカバー固定ねじを緩め、カッターカバーを取り外し、カッター刃に付いたラベルの

糊、カス等を取って下さい。作業する場合は、電源をOFFにして行って下さい。

！ 注 意

●印字ヘッドの清掃は、電源をOFFにしてから、行って下さい。

○故障の原因となります。

●使用中はカッター部分に指を入れたり、刃の部分を触ったりしないで下さい。

○指を切る恐れがあります。

●カッターカバーは、必ず取り付けてご使用下さい。

○回転中にカッター刃に触れると、ケガをする恐れがあります。
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２．サービスを依頼される前に

故障と感じられた場合、修理に出される前に下表の点検項目を、もう一度点検して下さい。

点検を行っても、正常に動作しない場合は、代理店または当社にご連絡下さい。

故 障 点 検 表

故 障 状 況 原 因 点 検 及び 処 置

電源スイッチを入れて 電源ケーブルが抜けている。 電源ケーブルを正しく接続する。

も表示が出ない。

電源ケーブルに電源がきて 他の機器を使用して電源が入るか

いない。 確認する。

ヒューズが切れている。 ヒューズ(5A)を交換する。

FEEDスイッチを押して ONLINE状態になっている。 ON/OFF LINEスイッチを押し

もラベルを送らない。 OFFLINEにする。

ONLINEにするとエラー ヘッドブロックがロックされ ヘッドブロックを確実にロックする｡

(Ｅ－０３)になる。 ていない。

データを送信しても OFFLINE状態になっている。 ON/OFF LINEスイッチを押し

印字しない。 ONLINEにする。

インターフェース、プロトコ ラベルコントローラ側とプリンタ側

ル、通信速度が合っていない｡ のインターフェース、プロトコル、

通信速度の設定を確認する。

インターフェースコネクタが インターフェースコネクタを接続

抜けている。 する。

時々通信異常が発生す 外来ノイズによる誤動作。 電源プラグを別の場所のコンセント

る。 に移してみる。

静電気による誤動作。 プリンタ、パソコンの接地端子が確

実に接地されているか確認する。

ラベル送りはするが 印字ヘッドのコネクタが抜け 印字ヘッドのコネクタを確認する。

印字が出ない。 ている。

印字がラベル流れ方向 プラテンローラが汚れている｡ ゴムローラをアルコール等で清掃

に縮むことがある。 してみる。

印字した文字に白い縦 印字ヘッド、プラテンローラ 印字ヘッドをヘッドクリーナで掃除

線が入る。 にゴミ、ホコリが付いて する。

いる。

プラテンローラに付着している

ゴミ、ホコリを除去する。

印字ヘッドのドット不良。 印字ヘッドを交換する。

ヘッドテストでエラーと

なる。（Ｅ－０４）
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故 障 状 況 原 因 点 検 及び 処 置

印字位置、カット位置 ラベルギャップセンサの感度 ラベルギャップセンサの感度調整を

がずれる。 が合っていない。 する。

ラベルギャップセンサの清掃して

みる。

スムーズにラベルが走行して ラベルの経路を確認する。

いない。

ラベルが蛇行する。 ガイドレールがラベルの ガイドレールを正しく調整し直す。

横幅と合っていない。

リボンにシワが出る。 リボンの走行が真っ直ぐで 給紙側と巻取側の紙管が平行になる

ない。 ように調整する。

リボンの経路が正しくない。 リボンの経路を確認する。

ラベルエンドエラーが ラベルギャップセンサの感度 ラベルギャップセンサの感度調整を

発生する。 があっていない。 する。

(エンドを検知できない)

ラベルギャップセンサの検知 センサマークとセンサ目印を合わせ

部がセンサマークに合ってい る。

ない。
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ミユキエレックス株式会社

３．テスト印字

FEEDスイッチを押しながら（'ＢＬＰ－７７７ＵＷ'と表示されるまで押しておく）電源スイッチを

ONにすると、下図のようなテスト印字を行います。

････①

･･････････････････････････････②
･････････････････････③

･････････････････････④

･････････････････････⑤

･････････････････････⑥

･････････････････････⑦

･････････････････････⑧

①ヘッド不良、印字確認

ヘッド不良の確認、ドット抜け（不良）の確認及び、左右の印字濃度の確認ができます。

②機種名

プリンタ機種名を印字します。

③ローダー管理番号

書き込まれているローダーの管理番号と作成年月日を印字します。

④プリンタプログラム管理番号

書き込まれているプリンタプログラムの管理番号と作成年月日を印字します。

⑤Ｈ８プログラム管理番号

書き込まれているＨ８プログラムの管理番号と作成年月日を印字します。

⑥プリンタフォント管理番号

書き込まれているプリンタフォントの管理番号と作成年月日を印字します。

⑦ＰＬＤ１管理番号

書き込まれているＰＬＤ１の管理番号と作成年月日を印字します。

⑧ＰＬＤ２管理番号

書き込まれているＰＬＤ２の管理番号と作成年月日を印字します。
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４．印字ヘッド交換方法

①

⑩⑨

図Ａ

⑦

④

⑤

②

③

図Ｂ

⑥

⑧

上 面
①ヘッド固定板

②ヘッド取り付けネジ

③ヘッド固定板ガイドネジ

④ヘッド信号ケーブルコネクタ

⑤ヘッド電源ケーブルコネクタ

⑥ヘッド位置固定用きりかき

⑦ヘッドブロック取付け金具

⑧ヘッド位置固定用ガイドピン
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［１］印字ヘッド取外し手順（カッター装置無し）

（１）電源をOFFにします。

（２）プリンタカバーを開けます。

（３）リボン巻取軸からリボンを取り外します。

（４）ヘッドブロックを解除し、ヘッド固定板①を⑨の方向に引く（図Ａ参照）と、印字ヘッド部

（図Ｂ）が外れます。

（５）印字ヘッド部に接続されている④と⑤のコネクタを外します。

ケーブルを直接引っ張らず、コネクタを持って引き抜いて下さい。

（強い力でケーブルを引っ張ると断線等の恐れがありますのでご注意下さい。 ）

［２］印字ヘッド取外し手順（カッター装置付き）

（１）電源をOFFにします。

（２）プリンタカバーを開けます。

（３）リボン巻取軸からリボンを取り外します。

（４）カッター装置を外します。（Ⅳ－７－３．カッター装置の脱着方法を参照）

（５）ヘッドブロックを解除し、ヘッド固定板①を⑨の方向に引く（図Ａ参照）と、印字ヘッド部

（図Ｂ）が外れます。

（６）印字ヘッド部に接続されている④と⑤のコネクタを外します。

ケーブルを直接引っ張らず、コネクタを持って引き抜いて下さい。

（強い力でケーブルを引っ張ると断線等の恐れがありますのでご注意下さい。 ）

［３］ヘッド金具取り外し、取付方法

（１）②のビス３点を外すとヘッドが外れます。

（２）新しいヘッドをヘッドブロック取付金具⑦に取り付けて、②のネジを締めて下さい。

［４］印字ヘッド取付手順

（１）ヘッドケーブル２本を④と⑤のコネクタへそれぞれ接続し、ヘッド位置固定用ガイドピン⑧に⑥の

きりかきがはまり込むように印字ヘッドを置いて下さい。

（ヘッドを無理に押し込むと、ヘッド信号・電源ケーブルが折れ曲がり断線等の恐れがありますの

でご注意下さい。）

（２）ヘッド固定板①を⑨の方向に引いた状態で、ガイドネジ③がヘッド固定板①の穴に入る様に、ヘッ

ド固定板①を⑩の方向にゆっくり戻します。

ヘッドを下から手で上に持ち上げながら行うとスムーズに入ります。

（３）カッター装置付きの場合ここでカッター装置を取り付けて下さい。

（４）リボンをセットし、テスト印字を行います。FEEDスイッチを押した状態で、電源をONにすると、

テスト印字を開始します。

テスト印字の結果を確認して下さい。（Ⅵ－３．テスト印字を参照）

もし、印字が正常でない場合は、ヘッドケーブルコネクタがしっかり接続されているか確認して

下さい。
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！ 注 意

●ラベル、リボン交換時などに、印字ヘッド部の発熱体に手を触れないようにして下さい。

○火傷する恐れがあります。

●プリンタのヘッドブロックとプラテンローラ間に手を入れたまま、ヘッドブロックを移動しない

で下さい。

○手や指にケガをする恐れがあります。

●プリンタのカバーは、手で支えてゆっくりと開閉して下さい。

○カバーの急激な落下は、ケガ、あるいは故障の恐れがあります。

●印字ヘッド交換時は、必ず電源をOFFにしてから、交換して下さい。

○故障の原因となります。

●印字ヘッド取付ビスを交換する場合は、必ずM3X6のビスにして下さい。

○長いビスを使用すると、印字ヘッドの基板に接触し故障の原因となります。

Ⅶ．その他

１．保証期間

本装置の保証期間は、ご購入後６ヶ月です。但し、印字ヘッド及びゴムローラは使用状況により磨耗

具合いが変わりますので、保証範囲外です。度々故障する場合は代理店または当社にお問い合わせ

下さい。

２．廃棄方法

本プリンタには、有害物質は使用されておりませんが、廃棄の際には、産業廃棄物として処分して下

さい。

！ 注 意

●本装置を廃棄する場合は、産業廃棄物として扱って下さい。
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Ⅷ．仕 様

プリンタに関する主な仕様を、下記に示します。

詳細な仕様については、『ＢＬＰ－７７７ＵＷ－１２仕様書（S08132）』を参照して下さい。

［１］印字仕様

（１）印字方式 熱転写ドットマトリックス

（２）印字密度 11.8dot/mm

（３）印字速度 60～220mm/S 8段階切替

（４）印字領域 横162mm × 縦300mm

（５）印字文字種 ・英数、英数Ｓ、ノーマル文字，漢字ゴシック体,OCRフォント

・バーコード

2OF5，JAN，UPC，NW7，CODE39，CODE93，CODE128，GS1-128，GS1DataBar

・２次元コード

QRコード，PDF417，コンポジットシンボル

・外字（１６×１６，２４×２４ドット）

（６）グラフィック機能 ・罫線，ＢＯＸ，円

・白黒反転，領域複写機能

（８）イメージ機能 ・ビットイメージ 最大５ヶ所

・特殊イメージ 最大１２８ヶ所

（８）印字位置精度 ±0.5mm＋印字長の0.5%です。

［２］リボン仕様

（１）リボン長 250m

（２）リボンエンド形状 リボンエンド部分の紙管取り付けは弱粘着タイプであること。

（３）リボン型式 BT-7-165 高感度で高速印字用（Ｃ－７７Ｗ付きでは使用不可）

BT-7-165-S 耐擦過性

［３］ラベル仕様

（１）台紙幅 80～170mm

（２）最小長さ 10mm

（３）最小間隔 3mm，又はミシン目

（４）軸径 40φ，又は70φ

（５）最大巻径 200φ 重さ 4Kg

［４］オプション

（１）カッター装置 Ｃ－７７Ｗ

（２）巻取装置 Ｍ－７７ＵＷ

（３）ロール紙供給装置 Ｋ－３４ＤＷ

（４）外部入出力 IN：1点、OUT：2点
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［５］一般仕様

（１）電源電圧 AC 100～220V ±10％ 50/60Hz

（２）消費電力 待機時 20VA，通常動作時 150VA，最大電力 400VA

（３）重量 約18.0Kg

（４）使用温度 5～35℃

（５）外形寸法 345 (W) × 340 (H) × 405 (D) mm


